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播磨灘南部週間赤潮情報 

  

酒井 基介・高木 俊祐 
  

 Chattonella 赤潮発生の予察は，昭和 59 年度から水産庁の委託を受け 4 年間実施した「赤潮予察実用

化技術開発試験」の中で開発された手法を用いて昭和 63 年度から試験的に運用を行っている。また，

その手法については，毎年の結果を検証する中で改良が加えられている。 

方法 

 平成 10年 6月 23日(第 1報)～9月 8日(第 12報)の間，毎週火曜日に播磨灘南部週間赤潮情報を作成

し，向こう 1週間の Chattonella赤潮の発生・非発生について予察を行った。 

 気象資料は週間天気予報を用い，プランクトンの出現動向と海況については週 2～3 回の調査結果を

用いた。また，水温と塩分については，鳴門市北灘町大浦地先に水温塩分計を設置し，1m層と 30m層

について連続観測したデータも併せて用いた。 

結果及び考察 

 予察の結果及び適否について表 1に一括して示した。また，気温・水温・Chattonellaと珪藻細胞数の

推移を図 1～3に示した。 

 予察の中では赤潮発生と判定することはなく，実際に赤潮は発生しなかった。また，各報の予察結果

についてもほぼ的中した。 

 予察期間中の Chattonella出現のピークは，6月末～7月上旬と 8月末の 2回みられ，それぞれの最高

細胞数は 2細胞／ml，3.67細胞／mlと少なかった。1回目の出現ピーク時には安定した成層を形成して

いたが，Chattonella 細胞数は急減，珪藻細胞数もさほど多くなかった。2 回目のピーク以前には，珪藻

細胞数の多い時期が 2週間以上継続しており，珪藻が落ち始めた頃にわずかながら Chattonella細胞数の

増加がみられたもののその後直ちに終息した。1 回目，2 回目の出現ピーク時には鉛直混合がみられな

かったことから，栄養塩不足によって Chattonellaの増殖が阻害されたと考えられる。 
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表 1 播磨灘南部週間赤潮情報結果 

 

 
図 1 日最高・日最低気温 

 

図 2 大浦地先(St.4)の各層水温 
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図 3 Chattonellaと珪藻の細胞数 


